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今月の表紙『生石高原の星空』
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こ
れ
ま
で
紀
美
野
町
区
長
連
絡
協
議
会
で

は
、
生
活
改
善
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
快

気
祝
い
」「
粗
供
養
」「
満
中
陰
」
の
は
が
き

を
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
利
用
者
が

少
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
11
月
末
を
も
っ

て
販
売
を
終
了
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
２

町
内
の
各
店
舗
で
利
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
を
紀
美
野
町
商
工
会
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
商
品
券
購
入
対
象
者
の
方
は
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
商
品
券
を
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。
購
入
に
は
購
入
引
換
券
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
総

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
締
切
期
限　

12
月
20
日
（
金
）

■
購
入
期
間　

令
和
２
年
２
月
28
日
（
金
）

■
使
用
期
間　

令
和
２
年
３
月
８
日
（
日
）

【
平
日
の
販
売
所
】（
月
～
金
）

　

◇
住
所　

神
野
市
場
２
２
６
番
地
１

　

◇
場
所　

紀
美
野
町
商
工
会

（
紀
美
野
町
役
場
美
里
支
所
内
）

　

◇
時
間　

９
時
～
17
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

　

◇
電
話　

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
２
６
０

【
日
曜
の
特
別
販
売
所
】

※
12
月
以
降
は
開
設
し
ま
せ
ん

　

◇
販
売
日　

11
月
の
毎
週
日
曜
日

（
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日
）

　

◇
住
所　

動
木
２
８
８
番
地
４

　

◇
場
所　

紀
美
野
町
中
央
公
民
館

　

◇
時
間　

９
時
～
17
時

　

◇
電
話　

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
８
７
７

（
日
曜
日
の
み
対
応
）

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
２

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
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w
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w
n
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im
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o

.
w

akayam
a.jp/

今
年
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
、

【
３
６
４
，
１
１
５
円
】
と
い
う
多
額
の
協

賛
金
が
集
ま
り
ま
し

た
。
皆
さ
ま
の
温
か

い
お
心
に
感
謝
し
、

紙
上
を
お
借
り
し
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
協

賛
金
は
次
の
活
動
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
地
域
の
非
行
防
止
の
た
め
の
環
境
浄
化

と
啓
発
活
動

・
更
生
保
護
施
設
で
、
自
立
更
生
を
め
ざ

し
生
活
し
て
い
る
方
へ
の
激
励
、
援
助

活
動

・
矯
正
施
設
で
、
社
会
復
帰
の
た
め
に
教

育
を
受
け
て
い
る
人
達
の
更
生
を
助
け

る
た
め
の
激
励
、
援
助
活
動

・
町
内
小
学
校
新
１
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー

を
、
中
学
校
卒
業
生
に
図
書
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

・
町
内
各
公
民
館
、
小
・
中
学
校
の
プ
ラ

ン
タ
ー
に
四
季
折
々
の
花
植
え

地
域
の
住
民
や
こ
ど
も
達
と
共
に
歩
ん
で

い
く
更
生
保
護
女
性
会
を
今
後
と
も
ご
支
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会（
会
員
72
人
）

会
長　

黒
西
京
子

区
長
会
で
販
売
し
て
い
ま
し
た

「
は
が
き
販
売
」
を
終
了
し
ま
す

『
愛
の
手
で

　
　

築
こ
う
明
る
い
よ
い
社
会
』

愛
の
協
賛
金
運
動
ご
協
力
の
お
礼更生保護イメージキャラクター

更生ペンギンの
ホゴちゃん

【
紀
美
野
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
】を
商
工
会
で
販
売
し
て
い
ま
す

商品
券

【紀美野町商工会】（美里支所内）

【紀美野町中央公民館】※11月の日曜日のみ

370

美里中

下神野小

老人ホーム
美里園

文

文

紀美野町役場
美里支所

紀美野町
役場

紀美野町
中央公民館

動木南

動木
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◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
本
人
確
認
書

類
と
し
て
利
用
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
今

後
は
健
康
保
険
証
と
一
体
化
す
る
な
ど
利

用
範
囲
が
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
ま
だ
お

持
ち
で
な
い
方
は
、
混
み
合
う
前
に
取
得

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◇
11
月
か
ら
次
の
と
お
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
前

日
ま
で
の
電
話
予
約
制
と
な
り
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
民
課
ま
で
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

■
日
時

・
毎
月
第
２
水
曜
日　

17
時
15
分
～
21
時

・
毎
月
第
２
土
曜
日　

８
時
30
分
～
12
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

■
交
付
場
所

　

紀
美
野
町
役
場
本
庁　

住
民
課

■
電
話
予
約
時
間　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
受
け
取
り
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
者
ご
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
延
長
窓
口
交
付
・
休
日
交
付
を
ご
利
用
の

場
合
、
交
付
場
所
が
美
里
支
所
の
方
も
役

場
本
庁
で
の
受
け
取
り
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約

住
民
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
２
０

11
月
５
日
（
火
）
か
ら
、
住
民
票
・
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
に
旧
氏
（
旧
姓
）
を
併

記
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
旧
氏
の
記
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
民
課
ま
た
は
美
里
支

所
住
民
室
に
次
の
も
の
を
持
参
し
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
記
載
す
る
旧
氏
は
、
１
人
１
つ
と
な
り
ま

す
。

■
必
要
な
も
の

・
旧
氏
が
記
載
さ
れ
た
戸
籍
か
ら
現
在
の
氏

が
記
載
さ
れ
て
い
る
戸
籍
に
至
る
全
て
の

戸
籍
謄
本
等　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
免
許
証
等
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー

ド

紀
美
野
町
の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
で

は
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま

２
０
１
９
」
の
開
催
に
伴
い
、
設
営
準
備
等

を
行
う
た
め
、
左
期
間
に
お
い
て
、
芝
生
広

場
お
よ
び
有
料
施
設
の
一
部
の
使
用
を
制
限

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
来
園
の
皆
さ
ま

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■制限場所および制限期間

制限場所 制限期間

のかみふれあい公園芝生広場
( 南側の半面 )

11月５日（火）８時～
11月15日（金）17時

オートキャンプ場
11月５日（火）～
11月11日（月）

パークゴルフ場
11月９日（土）13時～
11月11日（月）17時

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
２
０

　

美
里
支
所
住
民
室

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
３

■
期
間　

11
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　
　

～
24
日
（
日
）【
７
日
間
】

■
時
間　

８
時
30
分
～
19
時

　

※
土
・
日
曜
日
は
、
10
時
～
17
時

■
電
話
番
号

　

℡ 

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
お
よ
び
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
ご

利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
相
談
内
容

夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
女
性
を
め
ぐ
る

人
権
の
何
で
も
相
談
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
地
方
法
務
局
・

和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

℡ 

０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
延
長
お

よ
び
休
日
の
申
請
・
交
付
受
付
を

は
じ
め
ま
す

住
民
票
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

等
に
旧
氏
（
旧
姓
）
が
併
記
で
き

ま
す

紀
美
野
町
の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園

芝
生
広
場
を
ご
利
用
の
方
へ

（
お
知
ら
せ
）

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
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９
月
８
日
に
上
富
田
文
化
会
館
で
第
62
回

和
歌
山
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
が
行
わ

れ
、
井
出
洋
子
氏
に
『
和
歌
山
県
身
体
障
害

者
連
盟
会
長
表
彰　

白
菊
賞
』
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

井
出
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
視
覚
障
害
を

持
つ
夫
を
支
え
、
他
の
模
範
と
な
る
功
績
に

よ
り
白
菊
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
受
賞
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

東
南
院
（
奈
良
県
吉
野
）
に
あ
る
多
宝
塔

（
二
重
の
塔
）
は
、
昭
和
初
期
ま
で
野
上
八

幡
宮
に
建
立
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
み
る
・
あ
る

く
・
き
み
の
」
で
は
、
多
宝
塔
が
ど
う
い
う

理
由
で
野
上
八
幡
宮
に
建
立
さ
れ
、
ど
う
い

う
経
緯
で
移
築
さ
れ
た
の
か
、
東
南
院
を
訪

れ
そ
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

「
野
上
八
幡
宮
と
多
宝
塔
」

■
日
時　

11
月
14
日
（
木
）
※
雨
天
決
行

貸
切
バ
ス
で
８
時
30
分
に
紀
美
野
町
役
場

本
庁
を
出
発
し
ま
す
。

　

（
17
時
頃
解
散
予
定
）

■
集
合　

役
場
本
庁
駐
車
場

　
　
　
　

（
８
時
15
分
）

■
定
員　

30
人
（
申
込
先
着
順
）

■
参
加
費　

２
，
０
０
０
円
※
当
日
集
金

　
　
　
　
　

（
昼
食
・
保
険
料
含
む
）

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
必
要
に
応
じ
て
雨
具

■
申
込
締
切　

11
月
11
日
（
月
）
17
時

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

電
話
予
約

■
そ
の
他　

現
地
で
往
復
３
㎞
程
度
徒
歩
移

動
し
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お

願
い
し
ま
す
。

■
主
催　

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　

紀
美
野
史
発
見
部
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

ま
ち
づ
く
り
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
２

９
月
８
日
に
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
紀
美
野
町
消
防
団
員
訓
練
を
実
施
し
、
団

幹
部
を
含
め
68
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
無
線
機
取
扱
訓
練
、
ロ
ー

本
年
度
か
ら
国
吉
・
長
谷
毛
原
診
療
所
に

勤
務
し
て
お
り
ま
す
多
田
明
良
（
あ
き
ら
）

で
す
。
出
身
は
長
野
県
で
、
３
年
前
に
妻
の

実
家
の
あ
る
和
歌
山
県
に
引
っ
越
し
、
本
年

３
月
ま
で
北
山
村
診
療
所
に
勤
め
て
お
り
ま

し
た
。
妻
、
息
子
２
人
（
５
歳
、
０
歳
）
の

４
人
家
族
で
、
町
内
の
こ
ど
も
園
に
も
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

趣
味
は
水
泳
と
、
最
近
は
通
院
し
て
い
る

達
人
の
方
々
に
教
え
を
い
た
だ
き
つ
つ
野
菜

作
り
を
は
じ
め
ま
し
た
。

診
療
所
で
は
年
齢
を
問
わ
ず
診
察
し
て
お

り
ま
す
が
、
専
門
は
小
児
科
で
す
の
で
お
子

様
の
診
療
や
相
談
、
予
防
注
射
も
お
受
け
し

て
い
ま
す
。
当
診
療
所
ま
で
は
少
し
距
離
は

あ
り
ま
す
が
、
お
子
様
の
こ
と
で
な
に
か
お

困
り
の
際
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
往
診
で
不
在
に
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
電
話
を
一
報
い
た
だ
け
ま
し
た
ら

幸
い
で
す
。

■
電
話
番
号

　

国
吉
診
療
所

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
８
‐
０
０
０
２

　

長
谷
毛
原
診
療
所

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
９
‐
０
３
０
０

プ
を
使
用
し
た
結
索
訓
練
、
救
助
資
機
材

（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
）
取
扱
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。ま

た
、
午
後
か
ら
は
、
可
搬
ポ
ン
プ
２
台

を
使
用
し
て
の
中
継
放
水
訓
練
を
行
い
、
消

防
団
員
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得

し
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
方
々
に
は
、
地
域
の
安
全
と

安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
な
お
一
層
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

井出 洋子氏

チェーンソー取扱訓練の様子中継放水訓練の様子

「
和
歌
山
県
身
体
障
害
者
連
盟

会
長
表
彰
」
受
賞　

井
出 

洋
子
氏

「
み
る
・
あ
る
く
・
き
み
の
」
の
ご

案
内

紀
美
野
町
消
防
団
員
訓
練
開
催

診
療
所
だ
よ
り
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①
企
画
管
財
課

■
業
務
内
容

　

入
札
参
加
資
格
審
査
の
定
期
受
付
業
務

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間　

約
３
か
月
間

　

令
和
２
年
１
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　

～
３
月
27
日
（
金
）

■
賃
金　

日
額
６
，
５
０
０
円

（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
な
し
、通
勤
手
当
あ
り
）

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
（
休
憩
１
時
間
含
む
）

■
応
募
資
格

　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド

等
）
が
で
き
る
方

■
加
入
保
険

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
試
験
場
所　

紀
美
野
町
役
場
本
庁

■
申
込
締
切　

11
月
15
日
（
金
）
17
時
必
着

■
申
込
方
法

履
歴
書
を
持
参
も
し
く
は
郵
送
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
持
参
の
場
合
は

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

企
画
管
財
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

〒 

６
４
０
‐
１
１
９
２

紀
美
野
町
動
木
２
８
７
番
地

②
建
設
課
（
作
業
員
）

■
業
務
内
容　

土
木
現
場
作
業
員

■
勤
務
地　

美
里
支
所

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間

　

令
和
元
年
12
月
２
日
（
月
）

　

～
令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）

■
賃
金　

日
額
１
１
，
０
０
０
円

（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
な
し
、通
勤
手
当
あ
り
）

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
（
休
憩
１
時
間
含
む
）

■
応
募
資
格　

準
中
型
以
上
の
運
転
免
許
証

を
所
持
し
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
の
操
作
資
格
を

も
つ
方

■
加
入
保
険

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

11
月
下
旬

（
別
途
通
知
し
ま
す
。
）

■
試
験
場
所　

紀
美
野
町
役
場
本
庁

■
申
込
締
切　

11
月
15
日
（
金
）
17
時
必
着

■
申
込
方
法

履
歴
書
・
運
転
免
許
証
の
写
し
・
操
作
資

格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
持
参
も
し

く
は
郵
送
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

建
設
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
４

　

〒
６
４
０
‐
１
１
９
２

　

紀
美
野
町
動
木
２
８
７
番
地

■
業
務
内
容　

学
校
校
内
環
境
整
備
等

■
勤
務
地　

紀
美
野
町
立
下
神
野
小
学
校

（
神
野
市
場
２
１
４
番
地
）

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間

　

令
和
２
年
１
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　

～
３
月
31
日
（
火
）

■
賃
金　

時
給
８
５
０
円

（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
な
し
、通
勤
手
当
あ
り
）

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　

７
時
30
分
～
14
時
15
分（
休
憩
45
分
含
む
）

■
応
募
資
格　

特
に
な
し

■
加
入
保
険

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償

　

労
働
者
災
害
補
償
保
険
に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時
・
場
所　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
込
締
切　

11
月
15
日
（
金
）
17
時
必
着

■
申
込
方
法　

履
歴
書
を
持
参
も
し
く
は
郵
送
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・
祝
日
除
く
） 

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

教
育
委
員
会
教
育
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
０

■
日
時　

12
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　

８
時
30
分
～
12
時

■
場
所

　

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル
か
い
な
ん

（
海
南
市
且
来
１
３
８
２
‐
１
）

■
内
容

　

実
技
チ
ェ
ッ
ク
、
個
別
ア
ド
バ
イ
ス
等

■
対
象　

60
歳
以
上
で
日
常
的
に
車
を
運
転

さ
れ
る
紀
美
野
町
・
海
南
市
・
和
歌
山
市

に
在
住
・
在
勤
の
方
18
人
（
抽
選
）

■
申
込
締
切　

11
月
18
日
（
月
）

■
申
込
方
法　

郵
送
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

海
草
振
興
局
総
務
県
民
課

℡ 

０
７
３
‐
４
４
１
‐
３
３
５
２

Fax 

０
７
３
‐
４
２
３
‐
９
２
６
９

〒
６
４
０
‐
８
５
８
５

和
歌
山
市
小
松
原
通
１
‐
１
南
別
館
５
階

✉ e1301111@
pref.w

akayam
a.lg.jp/

〒
６
４
０
‐
１
１
９
２

紀
美
野
町
動
木
２
８
７
番
地

お
知
ら
せ
・
募
集

臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

学
校
校
務
員
の
募
集
に
つ
い
て

高
齢
者
交
通
安
全
推
進
講
習
会
に
つ

い
て
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紀
美
野
町
の
自
然
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
、
生
石
高
原
の
山
中
を
走
る
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
本
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
に
伴
い
、
コ
ー
ス
沿
線
に
お
住
ま
い
の
皆

さ
ま
、
お
よ
び
沿
線
を
車
で
通
過
さ
れ
る
方

に
は
ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
県
内
外
か
ら
参
加
さ
れ
る
ラ
ン

ナ
ー
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
、
ぜ
ひ
暖
か
い
声

援
で
歓
迎
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
併
せ

て
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
１
日
（
日
）
９
時
開
始

■
会
場　

農
村
総
合
セ
ン
タ
ー

■
コ
ー
ス
距
離　

24
㎞

（
総
標
高
差
１
，
５
０
０
ｍ
）

■
参
加
料　

８
，
０
０
０
円

■
定
員　

３
０
０
人

■
申
込
締
切　

11
月
15
日
（
金
）

■
申
込
方
法

電
話
で
生
石
高
原
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
実
行
委

員
会
事
務
局
〔
ア
ク
ト
レ
ッ
プ
（
株
）

内
〕
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

℡ 

０
６
‐
６
６
９
９
‐
５
０
０
０

■
問
い
合
わ
せ

　

紀
美
野
町
観
光
協
会

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
８
‐
２
６
１
１

町
税
は
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
大
切
な
財

源
で
す
。
紀
美
野
町
で
は
、
納
期
内
に
納
付

さ
れ
た
方
と
の
公
平
を
保
ち
、
滞
納
の
解
消

を
図
る
た
め
に
、
和
歌
山
県
、
和
歌
山
地
方

税
回
収
機
構
と
合
同
で
、
11
月
・
12
月
を

『
合
同
滞
納
整
理
強
化
月
間
』
と
し
て
、
税

収
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

税
金
を
滞
納
す
る
と
本
来
納
め
る
べ
き
税

金
の
他
に
延
滞
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
滞
納
し
た
ま
ま
放
置
す
る
と
、
法

律
に
基
づ
き
滞
納
者
の
意
思
に
関
わ
り
な

く
、
給
与
や
不
動
産
な
ど
財
産
の
差
押
え
や

公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
納
期
内
に
納
税
し
て
く
だ
さ

い
。納

期
限
を
過
ぎ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
役
場

ま
た
は
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
何
ら
か
の
事
情
で
納
付
で
き
な
い
方

は
、
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
な
く
、
納

税
方
法
等
に
つ
い
て
税
務
課
ま
で
必
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
お
一
人
お
一

人
、
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を
活
用
し
な

が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら

せ
て
い
た
だ
く
日
と
し
て
、
11
（
い
い
）
月

30
（
み
ら
い
）
日
を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま

し
た
。
こ
の
機
会
に
、
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、
ご
自
身

の
年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認

し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確

認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額

に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に

様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
年
金
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室　

℡ 

０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.nenkin.go.jp/n_net/

紀
美
野
町
で
は
、
８
０
２
０
・
９
０
２
０

運
動
（
80
歳
・
90
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯

を
20
本
以
上
残
そ
う
！
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
残
存
歯
数
が
20
本
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

の
食
品
を
か
み
く
だ
く
事
が
で
き
、
“
健
康

で
長
生
き
”
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
で
す
。

そ
こ
で
、
次
に
該
当
す
る
方
を
歯
科
優
良

者
と
し
て
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
歯

に
自
信
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

■
対
象
者　

紀
美
野
町
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
①
～
③
に
該
当
す
る
方

①
80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
残
っ

て
い
る
方

（
８
０
２
０
で
表
彰
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

②
90
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
残
っ

て
い
る
方

（
９
０
２
０
で
表
彰
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
８
０
２
０
で

表
彰
さ
れ
た
方
は
対
象
に
な
り
ま
す
）

③
小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生
で
虫
歯
の
な

い
子
ど
も

（
町
内
小
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る
子
ど
も

は
学
校
か
ら
推
薦
し
ま
す
。
）

■
申
込
締
切　

12
月
26
日
（
木
）

■
申
込
方
法　

保
健
福
祉
課
（
℡ 

０
７
３

‐
４
８
９
‐
９
９
６
０
）
ま
で
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
表
彰
審

査
の
た
め
、
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

11月８日は
いい歯の日
です。

生
石
高
原
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
を
開
催
し

ま
す

11
月
・
12
月
は
『
合
同
滞
納
整
理
強

化
月
間
』
で
す

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
、

11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
は
「
年

金
の
日
」
で
す

歯
に
自
信
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
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海南税務署からのお知らせ　『くらしを支える税』
11月11日（月）～17日（日）は税を考える週間です。

国や地方公共団体は、国民の生活に欠かすことのできない公共サービスを提供するため、様々な行政活
動を行っており、その活動のために必要な経費を賄う財源が「税金」です。

○　e-Tax（ICTを利用した申告・納税手続）
個人納税者については、令和２年１月以降、スマートフォン等専用画面の利用可能対象範囲が拡大

し、e-Tax利用がより便利になります。詳しくは、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）をご覧くだ
さい。

○　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）
社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の一層の普及・定着に向けて、マイナンバーカードの普

及促進やマイナンバーカードを活用した利便性向上施策などについて、関係省庁や関係民間団体等と連
携・協調を図るとともに、国税庁ホームページ等を通じた周知・広報に積極的に取り組んでいます。

詳しくは、国税庁ホームページの「社会保障・税番号制度<マイナンバー>について」
（www.nta.go.jp/taxes/tetsuzuki/mynumberinfo/index.htm）をご覧ください。

○　消費税の軽減税率制度に関する国税庁の取組
国税庁においては、消費税の軽減税率制度に対応するために、関係民間団体等とも連携・協調を図り

ながら、効果的な周知・広報を実施します。
・　主に事業者の皆様を対象とした軽減税率制度の説明会（「区分経理（記帳）」から「消費税申告

書の作成」までの基本的な流れなど）を実施しています。
・　軽減税率制度に関する相談を消費税軽減税率電話相談センター（軽減コールセンター）で受け付

けています。詳しくは、国税庁ホームページの「軽減税率制度に関する特設サイト」
（www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/index.htm）を
　ご覧ください。

紀美野町内でのＰＲ活動
●11月24日（日）紀美野町農林商工まつり会場にて、海南納税協会が税金コーナーを設置します。

税に関する情報は国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）へ

来署によるご相談は、事前予約を！
税務署では、納税者の皆さまをお待たせしないよう、面接相談の事前予約制を実施しています。
電話での回答が困難な相談内容（具体的に書類や事実関係を確認する必要がある場合など）について

は、税務署において面接相談をお受けしております。
面接相談を希望される方は、税務署に電話で相談日時を予約してください。
なお、税金の納付相談や確定申告会場へお越しいただく際には、事前の予約は必要ありません。

税務署へ電話

海南税務署

℡ ０７３‐４８２‐０９00

自動音声案内

「２」を選択

税務署

「相談の予約をしたい」
とお伝えください。
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２
０
１
９
年
度
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

★
こ
ど
も
園
・
保
育
所
開
放
の
ご
案
内

　
(

１
歳
児
～
）

■
き
み
の
こ
ど
も
園

11
月
11
日
（
月
）
・
25
日
（
月
）

10
時
～
11
時
30
分

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
１
４
４

■
神
野
保
育
所

11
月
６
日
（
水
）
・
20
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
２
０
４
９ 

★
遊
び
の
教
室
の
ご
案
内 

 

■
コ
ア
ラ
教
室
【
11
月
６
日（
水
）・
20
日（
水
）】

（
生
後
１
年
６
か
月
～
入
園
・
入
所
ま
で
）

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

■
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
【
11
月
20
日
（
水
）
】

（
生
後
５
か
月
～
１
年
６
か
月
ま
で
）

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

（
コ
ア
ラ
教
室
と
合
同
で
「
ベ
ビ
ー
サ
イ

ン
」
を
開
催
し
ま
す
。
）

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
ご
案
内

親
子
、
友
達
と
の
遊
び
場
と
し
て
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

月
～
金
曜
日
（
土
・
日
・
祝
は
休
み
）

（
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
）

■
11
月
11
日
（
月
）
実
施　

・『
野
い
ち
ご
の
会
』
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ　

10
時
30
分
～　
　

・
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談　

午
前
中

■
11
月
19
日
（
火
）
実
施

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊
ぼ
う　

14
時
30
分
～ 

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

★
育
児
相
談
の
お
知
ら
せ　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
相
談

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
み
の
こ

ど
も
園
、
神
野
保
育
所
で
も
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

※
保
育
士
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
、
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
事
等
、
個
別
に
面
談
・
電

話
・
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。 

お
越
し
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
に
て
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
７
０
０

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

■
平
日
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
） 

℡ 
０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０　
　

■
休
日
・
夜
間
（
17
時
15
分
以
降
）　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
４
３
０

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■
メ
ー
ル　

houkatu@
tow

n.kim
ino.lg.jp

世
界
糖
尿
病
デ
ー

は
、
糖
尿
病
の
治
療
薬

「
イ
ン
ス
リ
ン
」
を
発

見
し
た
カ
ナ
ダ
の
バ
ン

テ
ィ
ン
グ
博
士
の
誕
生

日
に
ち
な
ん
で
い
ま

す
。日

本
に
は
約
一
千
万
人
の
「
糖
尿
病
が
強

く
疑
わ
れ
る
人
」
が
存
在
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
「
糖
尿
病
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い

人
」
も
約
一
千
万
人
お
り
、
合
計
で
総
人
口

の
15
％
を
超
え
る
約
二
千
万
人
の
糖
尿
病
患

者
お
よ
び
予
備
群
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
（
２
０
１
６
年
糖
尿
病
実
態
調
査
）

Q
血
糖
値
が
高
い
と
な
ぜ
よ
く
な
い
の
？

A
血
糖
値
が
何
年
間
も
高
い
ま
ま
で
放
置
さ

れ
る
と
、
全
身
の
血
管
が
傷
つ
き
、
将
来

的
に
心
臓
病
や
脳
卒
中
、
失
明
、
腎
不

全
、
足
の
切
断
と
い
っ
た
、
よ
り
重
い
病

気
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
著
し
く
高

い
血
糖
は
、
そ
れ
だ
け
で
昏
睡
（
こ
ん
す

い
）
な
ど
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Q
予
防
の
た
め
に
は
？

A
野
菜
中
心
の
バ

ラ
ン
ス
が
と

れ
た
食
事
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の
運
動
、

定
期
的
な
健
康

診
断
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　

時　

毎
週
水
曜
日　

９
時
～
11
時

６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

健
康
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て

（
乳
幼
児
の
相
談
、
離
乳
食
の
相
談
、
健

診
結
果
の
相
談 

等
）

保
健
師
・
栄
養
士
が
各
種
健
診
結
果
を
説

明
し
ま
す
。
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
今

後
の
よ
り
よ
い
生
活
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

生
活
改
善
に
つ
い
て
等
の
相
談
も
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

★
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
フ
ァ

イ
ル
を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

★
ご
希
望
に
よ
り
血
圧
測
定
・
検
尿
・
体
脂

肪
測
定
・
骨
密
度
測
定
も
行
い
ま
す
。

★
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

希
望
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

【
保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
保
健
福
祉
課
内
）

11
月
14
日
は
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
で
す

【
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ（
11
月
の
日
程
）】
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海　南　保　健　所　だ　よ　り
事 業 名 対象・内容等 日時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

11月11日（月）
11月25日（月）

９時30分～10時30分(受付)
性感染症検査
肝炎ウイルス検査 等

（HIV、梅毒、クラミジア、B・C 型肝炎 等）

希望により、梅毒およびクラミジア検査も実施できます。
検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受け取りにお越しください。)
・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望される方には、精神科医師
が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

11月13日（水）　
11月27日（水）　　

13時30分～

骨髄バンク登録検査 骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行います。
（予約制）

11月11日（月）
11月25日（月）　
　　10時30分～11時30分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝日除く）

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者
、
介
護
者

な
ど
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
提
供
や
権
利
擁
護
の
た
め
の
援
助
な
ど

を
行
い
ま
す
。
巡
回
相
談
は
、
原
則
予
約
制

と
な
り
ま
す
の
で
、
巡
回
相
談
予
約
先
へ
直

接
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
保
健
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
巡
回
相
談
日
以
外
で
も
電
話
相
談

は
随
時
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
相
談
窓
口

（
巡
回
相
談
予
約
先
）へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
20
日（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
巡
回
相
談
予
約
先
・
相
談
窓
口

・
国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

指
定
相
談
支
援
事
業
所

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
９
０
８

・
療
育
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｏ
Ｉ

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
３
‐
０
４
５
４

・
海
草
圏
域
障
害
児
者
相
談
支
援
事
業
所
ら
ん　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
８
‐
６
３
１
４

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

【
聴
覚
障
害
を
お
持
ち
の
方
へ
】

紀
美
野
町
で
は
、
聴
覚
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
と
し
て
、
手
話
通
訳
者
ま
た
は
要
約
筆

記
者
の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
派
遣
費
用

は
無
料
で
す
。
派
遣
日
の
２
週
間
前
ま
で
に

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
従
来
か
ら
の
補
聴
器
の
補
助
に
加

虐
待
は
家
庭
内
で
起
こ
り
、
虐
待
し
て
い

る
保
護
者
も
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

も
、
な
か
な
か
自
分
か
ら
助
け
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
周
囲
の
人
の
気
づ
き
と

連
絡
す
る
勇
気
が
、
被
害
者
だ
け
で
な
く
加

害
者
も
救
い
ま
す
。
「
虐
待
通
報
ダ
イ
ヤ
ル

１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）
」
は
、
最
寄
の
児

童
相
談
所
に
つ
な
が
る
全
国
共
通
の
３
桁
番

号
で
す
。
虐
待
が
疑
わ
し
い
時
は
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院
附
属
看
護
専
門
学
校

11
月
９
日（
土
）10
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

11
月
27
日
（
水
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分

※
そ
の
日
の
健
康
状
態
や
服
薬
等
に
よ
り
、

献
血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者　

紀
美
野
町
に
住
民
登
録
の
あ

る
、
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方

①
妊
娠
を
希
望
す
る
19
歳
以
上
50
歳
未
満

の
女
性

②
妊
婦
の
夫

■
助
成
期
間　

令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）ま
で

■
助
成
内
容

助
成
期
間
に
接
種
し
た
風
し
ん
ま
た
は
麻

し
ん
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
混
合
ワ
ク
チ
ン
の

１
回
分
の
接
種
料
（
上
限
１
万
円
ま
で
）

を
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
方
法

・
海
南
海
草
協
力
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
、
接
種
券（
無
料
券
）を
交
付
し
ま
す
。

・
そ
れ
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
、
後
日
払
い
戻
し
（
口
座
振
り
込
み
）

と
な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

・
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
保
健
福
祉
課
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
妊
婦
の
夫
は
、
妊
娠
を
証
明
す
る
も
の

（
母
子
健
康
手
帳
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。　

■
注
意
事
項

・
妊
娠
し
て
い
る
方
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

・
接
種
後
、
２
か
月
は
避
妊
が
必
要
で
す
。

・
事
前
申
請
な
し
に
接
種
し
た
場
合
の
払
い

戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
令
和
２
年
３
月
31
日
以
降
は
助
成
の
申

請
、
接
種
、
払
い
戻
し
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

え
、
今
年
度
か
ら
、
人
工
内
耳
装
用
者
に
対

す
る
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
人
工
内
耳

本
体
や
電
池
購
入
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

事
前
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

障
害
者
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

献
血
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
助
成
事

業
に
つ
い
て
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

今
年
４
月
18
日
（
木
）
に
全
国
学

力
学
習
状
況
調
査
〔
小
学
校
第
６
学

年
は
国
語
、
算
数
、
中
学
校
第
３
学

年
は
国
語
、
数
学
、
英
語
の
教
科
お

よ
び
双
方
と
も
学
習
や
生
活
に
関
す

る
質
問
〕
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果

が
７
月
31
日
に
文
部
科
学
省
よ
り
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
町

教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
の
状
況
を

本
紙
で
公
表
し
ま
す
。

小
学
校
で
は
算
数
が
、
中
学
校
で

は
英
語
が
全
国
平
均
を
下
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
教

科
で
、
全
国
平
均
以
上
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

全国学力学習状況調査
平均正答率

小学校６年生（％）
国語 算数

本町 65 64
県 64 66

全国 64 67
中学校３年生（％）

国語 数学 英語
本町 74 64 55
県 70 59 55

全国 73 60 56
（小数点以下四捨五入）

国
語
に
関
し
て
は
、
小
学
校
で

は
、
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
相
手
の

意
図
を
捉
え
な
が
ら
聞
き
、
自
分
の

考
え
を
ま
と
め
る
」
問
題
で
、
中
学

校
で
は
、
「
『
海
外
に
広
が
る
弁
当

の
魅
力
』
と
い
う
文
章
の
展
開
に
即

し
て
情
報
を
整
理
し
、
内
容
を
捉
え

る
」
問
題
で
、
平
均
正
答
率
が
全
国

平
均
よ
り
低
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
得
ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
自
分

の
考
え
を
ま
と
め
る
力
や
、
文
章
を

読
み
、
そ
こ
か
ら
必
要
な
情
報
を
取

捨
選
択
で
き
る
力
は
、
「
情
報
活
用

能
力
」
と
呼
ば
れ
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
必
要
と
さ
れ
る
資
質
・
能
力
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
力
を

ど
の
よ
う
に
し
て
育
成
し

て
い
く
か
、
今
後
の
教
育

活
動
の
中
で
、
さ
ら
に
取

り
組
み
を
深
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

小
学
校
算
数
で
は
、

「
１
８
０
０
÷
６
は
、
何

ｍ
分
の
代
金
を
求
め
て
い

る
式
な
の
か
を
選
ぶ
」
問

題
の
平
均
正
答
率
が
全
国

平
均
と
比
べ
て
最
も
大
き

く
下
回
り
ま
し
た
。

式
の
意
味
を
正
し
く
理
解
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
課
題
だ
と
分
か

り
ま
し
た
。
対
し
て
、
中
学
校
数
学

で
は
、
全
国
平
均
を
４
ポ
イ
ン
ト
上

回
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
後
半
の
問
題

ほ
ど
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
り
、

粘
り
強
く
最
後
ま
で
取
り
組
め
た
素

晴
ら
し
い
結
果
で
す
。

今
年
度
初
め
て
実
施
さ
れ
た
中
学

校
英
語
で
は
、
「
天
気
予
報
を
聞
い

て
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
く
の
に
最
も

適
し
た
曜
日
を
選
ぶ
」
問
題
で
、
全

国
平
均
よ
り
も
大
き
く
下
回
り
ま
し

た
。
ま
と
ま
り
の
あ
る
英
語
を
聞
い

て
、
概
要
や
要
点
を
適
切
に
聞
き
取

る
力
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
改

善
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

児
童
生
徒
の
質
問
紙
か
ら
は
、

「
授
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど
の
程
度
使
用

し
ま
し
た
か
」
で
、
ほ
ぼ
毎
日
・
週

一
回
以
上
の
回
答
で
小
学
校
中
学
校

と
も
に
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る

回
答
結
果
と
な
り
ま
し
た
。　
　

紀
美
野
町
の
先
進
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
恵
ま

れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

①
月
面
撮
影
体
験
付
き
月
の
実
験

シ
ョ
ー
が
見
れ
る
カ
フ
ェ

■
日
時　

11
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

３
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

９
日
（
土
）

※
星
空
ツ
ア
ー
（
有
料
）

19
時
30
分
～
21
時

■
内
容　

月
の
満
ち
欠
け
が
分
か

る
！
楽
し
い
実
験
シ
ョ
ー
と
月
面

撮
影
が
体
験
で
き
ま
す
。

②
天
の
川
と
星
の
大
集
団
が
見
え
る

カ
フ
ェ

■
日
時　

11
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

23
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

30
日
（
土
）

※
星
空
ツ
ア
ー
（
有
料
）

19
時
30
分
～
21
時

■
内
容　

天
の
川
と
秋
の
キ
レ
イ
ど

こ
ろ
二
重
星
団
等
を
観
よ
う
。

※
①
、
②
の
カ
フ
ェ
営
業
（
有
料
）

■
時
間　

18
時
～
22
時
頃
ま
で

（
事
情
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ　

み
さ
と
天
文
台

■
日
時　

11
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
30
分
集
合

（
時
間
厳
守
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
和
室
・

　
　
　
　

研
修
室

■
申
込
締
切　

11
月
14
日
（
木
）
ま

で
に
中
央
公
民
館
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
参
加
資
格

　

ど
な
た
で
も
（
プ
ロ
を
除
く
）

■
参
加
費

囲
碁
の
部　

１
，
５
０
０
円

将
棋
の
部　

１
，
０
０
０
円

（
い
ず
れ
も
昼
食
費
含
む
、
当
日

徴
収
）

■
各
賞　

優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
、

飛
び
賞
お
よ
び
参
加
賞

■
備
考　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
、

分
か
れ
て
競
技
し
ま
す
。

■
主
催　

紀
美
野
町
文
化
協
会

　
　
　
　

囲
碁
部
・
将
棋
部

教育委員会
　教育課生涯学習係

℡ 073‐489‐5915

　青少年センター
℡ 073‐489‐5909

文化センター
℡ 073‐495‐9055

中央公民館
℡ 073‐489‐2877

小川地区公民館
℡ 073‐489‐4511

志賀野地区公民館
℡ 073‐489‐5145

自然体験世代交流センター
℡ 073‐495‐3127

みさと天文台
℡ 073‐498‐0305

スポーツ公園管理棟
℡ 073‐489‐5368

～　

平
成
31
年
度
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
結
果
か
ら　

～

天
文
台
イ
ベ
ン
ト

２
０
１
９
年
秋
の
囲
碁
・

将
棋
大
会
開
催
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○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

６
日　

ド
ミ
ノ
で
あ
そ
ぼ
う

13
日　

ミ
ニ
リ
ー
ス
つ
く
り

20
日　

お
は
な
し
会

27
日　

ク
ラ
フ
ト
教
室

■
文
化
セ
ン
タ
ー

６
日　

お
は
な
し
会

13
日　

カ
プ
ラ
を
し
よ
う

20
日　

ゲ
ー
ム
大
会

27
日　

Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
ツ
リ
ー

　

来
年
２
月
16
日
開
催
の
大
会
に
向

け
、
町
内
各
小
中
学
校
の
児
童
生
徒

37
人
が
、
毎
週
水
曜
日
と
土
曜
日
に

ス
ポ
ー
ツ
公
園
等
で
練
習
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～（
敬
称
略
）

【
２
０
０
冊
】

　

谷
口　

奈
津
実（
下
神
野
小
４
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
樹
木
希
林
１
２
０
の
遺
言
」

樹
木
希
林　

著

「
む
ら
さ
き
の
ス
カ
ー
ト
の
女
」

今
村
夏
子　

著

「
希
望
の
糸
」　
　

東
野
圭
吾　

著

「
知
識
ゼ
ロ
で
も
ハ
マ
る
面
白
く
て

奇
妙
な
古
生
物
た
ち
」土

屋
健　

著

「
ハ
ギ
レ
で
作
れ
る
ち
ょ
こ
っ
と
和

小
物
」　
　
　
　

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

「
そ
う
め
ん
ソ
ー
タ
ロ
ー
」

岡
田
よ
し
た
か　

作

「
夏
と
お
と
う
と
と
」

ふ
く
だ
い
わ
お　

作

「
ま
ん
ま
る
ダ
イ
ズ
み
そ
づ
く
り
」

ミ
ノ
オ
カ
リ
ョ
ウ
ス
ケ　

作

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
傲ご
う
ま
ん慢
と
善
良
」　

辻
村
深
月　

著

「
ア
タ
ラ
ク
シ
ア
」金

原
ひ
と
み　

著

「
お
茶
壺
道
中
」　

梶
よ
う
子　

著

「
マ
リ
コ
を
止
め
る
な
！
」

林
真
理
子　

著

「
お
、
し
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

た
だ
よ
し
は
る　

絵

「
か
わ
う
そ
モ
グ
」長

谷
川
義
史　

絵

「
ト
ウ
シ
ュ
ー
ズ
を
は
い
た
ネ
コ
」

山
口
け
い
子　

絵

「
長
浜
高
校 

水
族
館
部
！
」

令
丈
ヒ
ロ
子　

作

歌　

の　

小　

道

登
り
来
し
天
文
台
に
昼
の
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野　
　

昭
子

深
夜
ま
で
体
に
残
る
秋
し
ゅ
う
し
ょ暑
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　
　

隆
之

網あ
み

を
持
ち
ば
っ
た
跳は

ね
れ
ば
子
ら
も
ま
た　
　
　
　
　
　

上
中　
　

史
子

長
き
夜よ

や
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
の
最
後
ま
で　
　
　
　
　
　
　

原　
　
　

和
代

出
番
な
き
ピ
ア
ノ
の
部
屋
に
秋
の
声　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　
　

貴
子

玉
入
れ
の
籠か

ご

を
立
た
せ
て
天
高
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　
　
　
　

廣

目ま
な
か
い交
を
す
い
す
い
飛
び
交
う
秋

あ
き
あ
か
ね茜

　
　
　
　
　
　
　
　

夏
の
山
里
好
み
て
来
し
か　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

庭
一
面
小
さ
な
花
の
雑
草
に

　
　
　
　
　
　
　
　

小
さ
な
蝶
が
止
ま
り
て
は
飛
ぶ　
　

奥　
　

ふ
み
代

窓
ご
し
に
星
を
見
し
ま
ま
眠
り
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

小
鳥
に
目
覚
む
わ
が
家
は
い
い
な　

横
出　
　

圭
子

高
齢
の
大
仕
事
な
る
味
噌
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　

果は
た

し
て
暫し

ば

し
大
の
字
に
寝
る　
　
　

西
佐
古　

祐
子

陽
に
弱
め
ら
れ
た
る
蝉
が
燃
え
つ
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　

桜
木
の
根
に
羽
を
閉
じ
た
り　
　
　

中
浴　
　

昭
江

活
躍
の
時
間
帯
が
主
に
夜
で
あ
る
天
文
台
。
そ
の
天
文
台
に
昼

間
上
っ
て
き
た
作
者
を
も
て
な
し
て
く
れ
た
の
は
、
秋
の
草

花
、
さ
わ
や
か
な
風
、
そ
し
て
昼
の
月
。
（
裕
任
）

― わが町サークル ―

「 演 劇 グ ル ー プ 　 の か み 座 」
私たちは、年１回の紀美野町文化祭に寸劇をして出演していま

す。最近はオリジナル脚本で頑張っています。
これが終わると、この芝居と歌や踊りで高齢者施設に訪問活動を

するグループです。
しかしながら団員も高齢化してきて存続の危機です。そこでやる

気のある若手を募集します。興味のある方は一度見に来てくださ
い。お待ちしています。

練習日は第２、第４月曜日、19時30分から中央公民館大ホールで
す。お問い合わせは中央公民館まで。

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

第
19
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
に
向
け
て

図
書
室
だ
よ
り
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■
作
品
展
示

【
一
般
】
中
央
公
民
館

【
児
童
・
生
徒
】
文
化
セ
ン
タ
ー

11
月
２
日
（
土
）
～
４
日
（
月
・
休
）

９
時
～
17
時
（
４
日
は
16
時
ま
で
）

■
児
童
生
徒
発
表
会

11
月
２
日
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

12
時
30
分
～
14
時
30
分
頃

■
芸
能
大
会

11
月
３
日
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

９
時
30
分
～
14
時
40
分
頃

■
茶
席

11
月
２
日
・
３
日
（
中
央
公
民
館
）

11
月
３
日
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

10
時
～
15
時

（
和
菓
子
が
無
く
な
れ
ば
終
了
）

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
課

■
作
品
展
示　

各
サ
ー
ク
ル
の
作
品
、
小
川
小
学
校
児
童

の
作
品
、
小
川
地
区
保
育
園
児
の
作
品
、

地
区
サ
ロ
ン
の
作
品
、
一
般
作
品

11
月
16
日
（
土
）
９
時
30
分
～
21
時
30
分

　
　

17
日
（
日
）
９
時
30
分
～
15
時

■
サ
ー
ク
ル
発
表
【
16
日
】

【
女
性
料
理
】
午
前
中

【
茶
席
】
12
時
30
分
～

（
お
饅
頭
が
無
く
な
れ
ば
終
了
）

【
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
】
13
時
～（
人
形
劇
等
）

【
ナ
ツ
メ
ロ
】
18
時
30
分
～
21
時
30
分　

【
着
付
け
教
室
】
10
時
～
14
時

■
問
い
合
わ
せ　

小
川
地
区
公
民
館

紀
美
野
町
の
城
跡

城
跡
と
い
え
ば
、
「
天
空
の
城
」
と
し
て

有
名
な
兵
庫
県
朝
来
市
の
竹
田
城
跡
や
信
長

が
築
い
た
と
さ
れ
る
安
土
城
跡
が
有
名
で
す

が
、
実
は
紀
美
野
町
に
も
い
く
つ
か
の
城
跡

が
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
城
跡
と
は
、
天
守
な
ど
の
建
物
は
な
く

石
垣
や
曲く
る
わ輪

や
土ど

る
い塁

の
跡
し
か
残
さ
れ
て
い

な
い
お
城
の
跡
で
す
。
平
成
４
年
度
か
ら
県

内
の
城
じ
ょ
う
か
ん
あ
と

館
跡
の
分
布
調
査
と
測
量
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
和

歌
山
県
城
館
跡
詳
細
分
布
調
査
報
告
書
（
平

成
10
年
３
月
）
に
よ
れ
ば
、
町
内
で
城
館
跡

と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
は
旧
美
里
地

区
で
は
13
か
所
、
旧
野
上
地
区
で
は
８
か
所

で
す
。
な
お
、
鳶と
び
が
す

ヶ
巣
城
跡
と
吉
井
城
跡
は

旧
の
両
地
区
に
ま
た
が
っ
て
い
る
た
め
、
当

町
の
城
館
跡
遺
跡
は
19
か
所
と
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
眺
望
の
良
い
山
頂
に
位
置

し
、
調
査
当
時
も
今
も
山
林
の
中
に
あ
り
ま

す
。
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
築
城
年
代
は
不
明

と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
こ
の
地
域
の

様
々
な
歴
史
的
経
緯
の
中
で
、
軍
事
・
政
治

的
な
目
的
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
築
か
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ

で
あ
る
野
上
八
幡
宮
の
北
東
の
山
頂
に
あ
る

寺
中
城
跡
を
紹
介
し
ま
す
。
寺
中
城
跡
は
、

極
め
て
保
存
状
態
が
良
好
で
、
県
内
で
も
最

高
の
も
の
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
遺
構
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
記
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
寺
中
城
は
、
鎌

倉
時
代
後
半
、
野
上
荘
東
部
が
、
高
野
山
の

勢
力
下
に
お
か
れ
た
こ
と
等
に
備
え
た
中
世

野
上
七
村
の
指
導
者
階
層
等
に
よ
り
、
築
城

さ
れ
た
城
郭
と
考
え
ら
れ
る
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
寺
中
城
跡
の
縄
張
に
つ
い
て
は
野
上

町
誌
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

（
下
の
縄
張
図
は
上
記
報
告
書
か
ら
）

寺
中
城
跡
を
含
め
て
他
の
城
跡
も
藪
や
山

の
中
に
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
城
が
あ
っ
た
の

か
、
な
か
な
か
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
も
多

い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
よ
く
見
れ
ば
、
地

面
を
削
っ
た
り
、
盛
り
上
げ
た
り
し
た
堀
や

土
塁
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
秋
、
ご
近
所
の
城
跡
を
歩
い

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
城
跡

を
尋
ね
る
と
き
は
、
地
図
な
ど
で
十
分
な
事

前
調
査
を
し
、
決
し
て
一
人
で
は
行
か
な
い

で
く
だ
さ
い
ね
。

寺
中
城
跡
は
、
東
西
１
２
０
ｍ
の
規

模
を
有
し
、
西
側
の
一
の
曲
輪
が
東
西

30
ｍ
、
南
北
25
ｍ
、
東
側
に
は
東
西
40

ｍ
南
北
20
ｍ
の
二
の
曲
輪
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
２
つ
の
曲
輪
は
幅
４
～
５

ｍ
の
空か
ら
ぼ
り堀
と
幅
３
ｍ
の
土
塁
に
よ
っ
て

区
切
ら
れ
て
い
る
。
空
堀
は
、
一
の
曲

輪
を
囲
む
２
本
の
空
堀
と
二
の
曲
輪
を

囲
む
１
本
の
空
堀
が
存
在
す
る
。
北
側

は
急
斜
面
で
空
堀
は
存
在
し
な
い
。
空

堀
に
沿
う
土
塁
は
大
き
く
て
長
く
、
と

も
に
一
見
の
価
値
が
あ
る
。

寺中城の縄張図

切岸状の斜面 （
注
）

郭く
る
わ・
曲く

る
わ輪

（
山
を
削
っ
た
平
坦
部
で
規
模
の
大
き
な
も
の

は
兵
の
駐
屯
地
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
）

切き
り
ぎ
し岸

（
曲
輪
周
辺
の
斜
面
を
急
斜
面
に
な
る
よ
う
人

工
的
に
削
っ
た
斜
面
で
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
機

能
を
持
つ
）

堀ほ
り
き
り切

（
城
が
築
か
れ
た
尾
根
を
Ｖ
字
に
切
断
し
た
も

の
で
尾
根
を
伝
っ
て
侵
入
す
る
敵
を
防
ぐ
機

能
を
持
つ
）

土ど
る
い塁

（
曲
輪
の
周
り
に
土
盛
り
を
し
た
防
御
壁
）

空か
ら
ぼ
り掘

（
水
の
な
い
堀
）

第
14
回
紀
美
野
町
文
化
祭

小
川
地
区
公
民
館
作
品
展
示
会

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　

 

そ
の
百
五
十
六
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  学校だより
　『予報は雨…でも、子どもたちのがんばりに

空が応えてくれました。』
紀美野町立野上小学校

１週間前から予報は雨。そして、数日前には台風も発
生。今年の野上小学校の運動会は、天気に悩まされま
した。でも、そんな中、子どもたちはやる気充分。９
月 22 日の本番に向け、演技に、競技に、応援合戦にと、
全力で練習に取り組みました。

そして本番当日。
うれしいことに雨の

予報ははずれ、すがす
がしい朝を迎えること
ができました。時折太
陽も顔を出し、最高の
天気の中、運動会を実
施することができました。今年も、児童会や高学年が中
心となって、自分たちで最高の運動会を作り上げること
ができました。そして、たくさんの地域の方や保護者の
方の声援を受け、子どもたちはとっても誇らしげでした。
参観いただいた地域の皆さまありがとうございました。

子どもたちが地
域の中でたくさん
の方々の支えをい
ただきながら、成
長していく様子が
感じられた一日で
した。

  天文台だより
　『2019年度上半期報告』

研究員　硲間拓郎

夏の暑さもやっと和らぎ、だんだんと秋に移ろってき
ましたね。夏が終わったという事で、みさと天文台上半
期の賑わいをご報告したいと思います。

今年度４月から９月での夜の観望会参加者数は 3,891
人と、天気が悪い日が続きながらも一昨年とほぼ同じ人
数のお客さまに参加していただきました。

５月の改元に伴う超大型連休があり、来館者数は昨年
と並ぶか！と思いましたが、週末が雨という周期が続い
たせいで夏場の来館者数は伸び悩み、昨年度を抜くこ
とはできませんでした。それでも月平均にすれば月間
778 人と多くの方に来て頂けているのが分かります ( ６
月は整備期間の為、除いた５か月で計算しています )。

2019 年度後半も皆さまよろしくお願いいたします。

平
成
30
年
度
～
令
和
元
年
度
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い

て
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方
や
チ
ー
ム
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
・
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
方
に
対
し
て
、
紀
美
野
町
体
育
協

会
よ
り
、
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ま
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

　

大
竹　

慎
勇
（
セ
ー
リ
ン
グ
）

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】　

　

折
口　

雄
紀
（
陸
上
）

　

髙
木　

日
夏
里
（
陸
上
）　
　
　
　
　

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞
】　

松
元　

里
恋
、
坂
本　

直
、
新
谷　

日
菜
子
、
柏
本　

涼
音
、

田
中　

菜
月
、
松
元　

亜
恋
、
岩
淵　

彩
稟
、
岩
淵　

真
聖
、

土
田　

真
衣
、
彌
六　

佑
莉
、
中
谷　

成
那

（
以
上 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】

　

堂
西　

孝
俊　

(

バ
レ
ー
ボ
ー
ル)

10 月 14 日（月・祝）町内各会場において、合計
191 人の参加により、フットサルやソフトバレーな
ど７種目のスポーツが行われ、参加者は汗を流しま
した。

紀
美
野
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
者

第14回紀美野町スポーツ・レクリエーション
大会を開催しました

2019 年 8 月 4 日撮影
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火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
時
季
を
迎

え
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
一
斉
に
11

月
９
日
（
土
）
か
ら
15
日
（
金
）
ま
で
の
７

日
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
住
宅
防
火
対
策
は
万
全
で
す
か
？

こ
の
機
会
に
忘
れ
が
ち
と
な
る
「
火
」
に
対

す
る
警
戒
心
の
高
揚
を
図
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

本
年
も
秋
季
火
災
予
防
運
動
実
施
に
伴

い
、
左
記
の
と
お
り
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行

い
ま
す
の
で
、
火
災
等
と
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
吹
鳴
日
時　

11
月
９
日（
土
）７
時

２
．
吹
鳴
方
法　

一
斉
（
１
分
間
）

９
月
８
日
か
ら
14
日
ま
で
の
救
急
医
療
週

間
に
ち
な
ん
で
町
民
の
皆
さ
ま
に
救
急
業
務

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
共
に
、
救
急
医
療
関
係
者
及
び
職

員
の
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
次
の
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
火
事
や
急
病
人
な
ど
を
発
見
し
た
ら
、
落

ち
着
い
て
119
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

※
「
早
く
来
て
！
」
と
言
っ
て
電
話
を
切
る

人
が
い
ま
す
が
か
え
っ
て
出
動
が
遅
く
な

り
ま
す
。

②
ま
ず
火
事
か
救
急
か
を
伝
え
ま
す
。

③
次
に
消
防
車
ま
た
は
救
急
車
が
行
く
場
所

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
近
く
に
あ
る
店
や

バ
ス
停
な
ど
、
目
標
と
な
る
も
の
や
住
所

を
番
地
ま
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。
（
マ
ン

シ
ョ
ン
名
と
部
屋
番
号
ま
で
）

※
通
信
員
は
地
図
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

④
あ
な
た
の
名
前
と
電
話
番
号
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

※
通
信
員
や
救
急
隊
か
ら
あ
な
た
に
電
話
を

掛
け
直
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑤
災
害
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
火
事
の

場
合
は
、
何
が
燃
え
て
い
る
か
、
火
や
煙

の
状
態
、
逃
げ
遅
れ
の
有
無
な
ど
。
救
急

の
場
合
は
、
患
者
さ
ん
の
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
ど
の
よ
う
な
症
状
で
い
つ
か
ら
か

な
ど
。
消
防
車
や
救
急
車
が
近
づ
い
て
き

た
ら
、手
を
振
っ
て
誘
導
し
て
く
だ
さ
い
。

入
浴
は
体
が
温
ま
っ
て
血
行
が
よ
く
な

り
、
気
分
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
湯
船
に
つ
か
る
習
慣
の
あ
る
日
本
で

は
、
浴
室
は
日
々
の
疲
れ
を
取
り
、
体
を
癒

や
し
て
く
れ
る
場
で
す
。
し
か
し
、
家
庭
の

浴
室
で
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
突
然
死
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
急
激
な
温
度
の

変
化
に
よ
り
血
圧
や
脈
拍
の
変
動
が
起
こ
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。
冬
場
の
入
浴
時
や
暖
房

の
効
い
た
部
屋
か
ら
外
へ
出
た
時
な
ど
に
起

こ
り
や
す
く
、
脳
出
血
や
脳
梗
塞
、
心
筋
梗

塞
な
ど
の
病
気
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
の
傾
向
が
あ
る

人
が
影
響
を
受
け
や
す
く
、
特
に
高
齢
者
は

注
意
が
必
要
で
す
。

■
申
込
期
限　

11
月
20
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み   

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

９月の消防の動き
●火災発生件数…１件
【事故種別搬送人員】

管　 内 管 　外 合 　計

急 病 29 29

一 般 負 傷 8 （2） 8 （2）

交 通 事 故 ２ 　 ２ 　

そ の 他 ４ ４

合 計 43 （2） 43 （2）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！
で
確
認　

火
の
用
心
』

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

12
月
１
日
（
日
）
で
す
。

令
和
元
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

実
施

11
月
９
日
は
【
１
１
９
番
の
日
】で
す

救
急
医
療
週
間
行
事
報
告

正
し
い
119
番
通
報
要
領
に
つ
い
て

救
急
コ
ー
ナ
ー『 

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク 

』

９月 3 日 ドクターカー
野上厚生病院

内科　長井医師

９月 5 日 ドクターカー
野上厚生病院

内科 上野山医師

９月 10 日 一日救急隊長
野上厚生病院

内科 山本看護師
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紀美野町の人口（ ）内は前月比 総人口　8,746人（－13） ［男4,045人（－５） 女4,701人（－８）］
【2019年９月末現在】 世帯数　4,232世帯（－６）　面積　128.34㎢
９月の人口の動き（2019年 ９ 月 1 日～30日）　転入３人　　転出10人　　出生４人　　死亡10人

日　 時 イベント名 開催場所 問い合わせ（073）
３日（日） 11時 ～ 犬・猫の飼い方講習会【14日（木）・24日（日）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489‐6500
15日（金） 移動町長室 美里支所 住民室 495‐3471

総務課 489‐5912
21日（木） 13時 ～ 行政相談【～15時】 中央公民館 総務課 489‐5912

美里支所 住民室 495‐3471

その他　行事のおしらせその他　行事のおしらせその他　行事のおしらせ 11月

防衛省・自衛隊からのお知らせ
【各種自衛官募集】　各種募集説明会は有田募集案内所において、平日９時～17時30分常時実施中

募集種目 受付期間 試験期日 資　　格

自衛官
候補生

年間を通じて
（試験日前日まで） 11月16日（土） 18歳以上33歳未満の者（32歳の者は採用予定月１日から起算

して３月に達する日の翌月の末日現在33歳に達していない者）

高等工科
学校生徒

【推薦】
11月１日(金)～

29日(金)

令和２年１月５日（日）または
１月６日（月）の指定する日

令和２年４月１日現在15歳以上17歳未満男子中学校卒業者の
うち、成績優秀者かつ生徒会活動、部活動等において顕著な実
績を修め、学校長が推薦できる者

【一般】
11月１日(金)～
令和２年１月６日(月)

令和２年１月18日(土) 令和２年４月１日現在15歳以上17歳未満男子中学校卒業者

■問い合わせ　防衛省自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所　℡ ０７３７‐８２‐６６３１

ねんりんピックパークゴルフ交流大会　開催のお知らせ
第32回全国健康福祉祭和歌山大会（通称：ねんりんピック紀の国わかやま２０１９）が11月９
日（土）から12日（火）に県内各地で開催されます。11日（月）には、紀美野町のかみふれあ
い公園にて、「パークゴルフ交流大会」が開催されます。全国から予選大会を勝ち抜いた選手
が、交流を深めながら熱戦を繰り広げます。入場・観覧は無料ですので、ぜひ応援にお越しくだ
さい♪
■問い合わせ　ねんりんピック全般に関して　和歌山県実行委員会事務局　　　　073‐441‐2570
　パークゴルフ交流大会に関して　紀美野町実行委員会事務局（保健福祉課内）　073‐489‐9960

ハンギングバスケット教室参加者募集
「和歌山県花を愛する県民の集い」では、以下のとおりハンギングバスケット教室を開催します。

①県子ども・女性・障害者相談センター
３階多目的ホール（和歌山市毛見１４３７‐２１８）
■日時　12 月１日（日）13 時～ 15 時
■定員　50 人
（申込多数の場合は抽選。初めて参加される方優先）

■参加費　２，５００円
■対象　県内に在住もしくは通勤・就学されている方
■申込期間　11 月７日（木）9 時 30 分

　　　　　　～ 11 月 13 日（水）17 時（必着）

②和歌山市河北コミュニティセンター
（和歌山市市小路１９２‐３）

■日時　12 月 23 日（月）13 時～ 15 時
■定員　50 人
（申込多数の場合は抽選。初めて参加される方優先）

■参加費　２，５００円
■対象　県内に在住若しくは通勤・就学されている方
申込期間　12 月３日（火）9 時 30 分

　　　　　～ 12 月９日（月）17 時（必着）

上記以外にも、県内各地で開催します。開催場所によって申込期間等が異なりますので、ご注意ください。
■問い合わせ　県庁県民生活課　℡ ０７３‐４４１‐２５９８
　　　　　　　ホームページ　https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/031300/npo/news/hanaai.html
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完成した志賀野出張所と記念のテープカット

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を行います
地震などの災害や武力攻撃の発生時に備え、以下の日程で、防災行政無線を使用した情報伝達訓練

を行います。災害の発生時には、自らの身は自らで守るという「自助」の考え方に基づいて「いの
ち」を守る行動が大切です。

町民の皆さまも放送にあわせ、ご家庭や職場でシェイクアウト訓練（姿勢を低く、体・頭を守り、
揺れが収まるまでじっとしている訓練）や避難グッズを確認するなど、訓練に参加しましょう。

※今回の訓練では、訓練会場や避難所は、開設しません。ご家庭や職場での訓練となります。
①11月５日(火)10時頃「訓練放送」を行います。　②12月４日(水)11時頃「テスト放送」を行います。

広　告

紀美野町防災行政無線の放送内容を下記のフリーダイヤルで確認することができます。

防災行政無線電話対応システム　０１２０‐ ２４３０‐９９
フリーダイヤル


